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2014年3月期 決算説明会

大豊工業株式会社

2014年5月30日

http://www.taihonet.co.jp



将来見通しに関する注意事項
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このプレゼンテーション資料に記載されている当社業績見通しは、

現時点で把握している情報に基づき、当社が判断したものです。

実際の業績は、今後の経済動向、市場の需要、為替レートの変動、

税制や諸制度など、様々なリスクや不確定要素に左右されます。

従いまして、実際の当社業績は見通しと異なる結果になる場合が

あることを、あらかじめご了承下さい。

投資に関する最終決定は、上記の点を踏まえ、

投資家の皆様ご自身の判断で行われるようお願いします。

当プレゼンテーション資料に掲載された情報に全面的に依拠して

投資判断を下されることはお控えくださいますようお願いします。
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２. 2015年3月期 予測

３. 将来への取り組み
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単位：百万円

2014年3月期 2013年3月期

実績②

増減値
①－②

増減率
修正後公表値 実績①

売上高
92,000

(当初90,000)
93,632 86,102 7,530 8.7%

営業利益
4,500

(当初4,000)
4,162 3,219 942 29.3%

経常利益
4,600

(当初3,700)
4,449 3,461 988 28.5%

当期純利益
2,800

(当初2,300)
2,796 3,297 △501 △15.2%

為替レート
97円/ドル

125円/ユーロ

100円/ドル

134円/ユーロ

83円/ドル

107円/ユーロ

17円/ドル

27円/ユーロ
－

１株当たり

純利益

98.32円
(当初81.45円)

98.11円 116.78円 △18.67円 △15.9%

トヨタ

世界生産台数
905万台 895万台 856万台 39万台 4.5%

2014年3月期 決算の概況 =連結=
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2014年3月期 事業別売上高 =連結=

0

10,000

20,000

30,000

40,000

（百万円）

2013年3月期

2014年3月期

2013年3月期 34,503 10,689 10,675 10,898 13,529

2014年3月期 41,769 10,854 10,850 11,736 13,473

増減額 7,266 165 174 837 △56

増減率 21.1% 1.5% 1.6% 7.7% △0.4%

軸受 システム製品 ダイカスト製品 ガスケット製品 設備･型･治具
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3,461

4,449

△ 1,000
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5,000

経常利益増減要因（前年同期比） =連結=

経常利益 988百万円の増

2013年3月期

経
費

そ
の
他
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労
務
費
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費
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化

△1,130

△1,000

△780
△480 △220 △162

+2,400

+1,300

+1,060
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株主還元

長期安定的な配当を実施し、配当性向30％をめざす

9 12 12
8 10 10 12 14

12

18

8
12 10 12

13
14 15

15

0

5

10

15

20

25

30

35

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 (年度)

(円/株)

期末配当金  

中間配当金

3.13.0
3.8

2.52.6

0.5

3.4
2.5

△2.0
-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0
(％)

配当金

当期純利益率

21

30

20 20 20 22
25

30
28

（配当性向：２８.６％）



8

目次

１．2014年3月期 実績

２. 2015年3月期 予測

３. 将来への取り組み



9

単位：百万円

2015年3月期予測 2014年3月期実績 増減値 増減率

売上高 98,000 93,632 4,368 4.6%  

営業利益 5,200 4,162 1,038 24.9%

経常利益 5,100 4,449 651 14.6%

当期純利益 3,100 2,796 304 10.8%

為替レート
100円/ドル

130円/ユーロ

100円/ドル

134円/ユーロ

0円/ドル

△4円/ユーロ
－

1株当たり

純利益
108.36円 98.11円 10.25円 10.4%

トヨタ
世界生産台数 915万台 895万台 20万台 2.2%

2015年3月期 通期業績予測 =連結=
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2014年3月期実績 2015年3月期予測

軸受 システム製品 ダイカスト製品 ガスケット製品 設備・型・治具

2014年3月期 41,769 10,854 10,850 11,736 13,473

2015年3月期予測 45,225 10,301 11,386 11,985 15,160

増減額 3,456 △553 536 249 1,687

増減率 8.3% △5.1% 4.9% 2.1% 12.5%

（百万円）

2015年3月期 事業別売上高予測 =連結=
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47,879

12,366

25,857

49,540

13,525

30,567

49,900
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34,800
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40,000

80,000

120,000

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期

顧客別売上高構成 =連結=

（百万円）

トヨタ系

トヨタ

（予測）

（4.6%）

86,102
（8.7%）

（55.6%） （50.9%）

前期比
前期比

トヨタ向け比率 トヨタ向け比率トヨタ向け比率
（52.9%）

93,632 98,000

その他
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52,667 55,517

15,796
16,232

10,590
11,135

11,2003,735
3,455

58,900

17,000

3,700

0

25,000

50,000

75,000

100,000

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期

国内連結売上高(連結消去前)

（予測）

（5.4%）

（2.7%）

（5.1%）

（4.2%）

（百万円）

（10.9%） 大豊岐阜

（△7.4%）

（カッコ内は対前年増減率）

（5.1%）

（6.0%）

（4.7%）

（0.5%）

（7.0%）82,788

4,558 5,057

86,339

（6.7%）5,400

90,800

大豊精機

その他

日本ガスケット

大豊工業
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海外連結売上高(連結消去前)

1,981
3,201 3,5002,223
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（カッコ内は対前年増減率）

13,271

（40.3%）

（24.1%）

（13.1%）

（58.9%）

（62.1%）

（61.5%）

（9.6%）

（20.0%）

（13.8%）

（11.2%）

(27.3%）

（△3.7%）

（9.3%）

（14.2%）

（13.3%）

（26.1%）

（10.9%）18,623

（214.4%）

21,200

ＴＣＡ（ｱﾒﾘｶ）

ＴＣＥ（ﾊﾝｶﾞﾘｰ）

ＴＣＹ（中国）

ＴＣＴ（タイ）

ＰＴＮ（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）

ＴＣＫ（韓国）

WBM（中国）

日本ガスケット
海外子会社
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5,100
4,449

△ 1,000
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経常利益増減要因予測（前年比） =連結=
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経常利益 651百万円の増
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理
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5,1315,057
5,8236,050

7,3717,1437,324

5,433
6,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

11,500

7,033

1,890

7,193

9,6459,240

6,123

2,456
4,763

0

10,000

20,000

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

減価償却費・設備投資額 =連結=

2014年度、生産設備増強を中心に積極的な投資を実施

（年度）

（百万円）

（計画）

減価償却費

設備投資額（百万円）
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使 命

大豊グループは

トライボロジーを基盤とした

製品とエンジニアリングをもって

社会に貢献する
（ステークホルダー・地球環境）

大豊グループのミッション（使命）



【中期経営方針】
～ 信頼されるグローバル企業を目指して ～
・強固な経営基盤のもと、継続的に新技術･新製品を開発する
・迅速な海外生産展開により良品廉価製品をグローバルに提供する

【活動の３軸】
①製品･製造領域のグローバルな拡大
・軸受のグローバル市場を的確に把握し、適時･適地に適確な製品を供給する
・資源、環境動向を先取りした製品を開発･提供し社会に貢献する

②製品技術･生産技術の革新
・トライボロジーを軸に軸受から潤滑システムへ技術領域を拡大する
・グローバル競争に勝ち抜く、革新的標準ラインを構築する

③人財力の強化
・マネジメント力を向上する
・社員が自ら成長できる育成環境と会社風土を創造する

新中期経営計画（2013～15年度）

・生産拠点の自立化により、グローバル生産体制を強化する

・事技部門の生産性を画期的に向上する
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売上高〔億円〕

新中期経営計画 達成目標

2015年度に過去最高の業績をめざす
（売上高：1,100億円以上、営業利益率：６.５％以上）

新中期経営計画
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軸受事業の拡大

決算説明会
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軸受事業の拡大 ＝売上高と納入数量＝

333 345
322

370

264

497

（億円）

417
452

軸受の売上高と納入数量
（百万個/月）

エンジンベアリングのシェア

２００９年：１７％ ２０１３年：２０％ ２０１５年：トップシェア
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軸受事業の拡大 ＝考え方＝

市場動向 考え方 取り組みの現状と今後の方向性

低燃費化

の加速

小型車の

需要拡大

海外現地

生産拡大

（１）高機能軸受
樹脂コーティング軸受
による低燃費対応

＜現状＞
・樹脂コーティング軸受の新規客先からの受注とクランクワッシャへの
適用拡大
・性能向上、低コスト化に向けて新樹脂コーティング材料の開発完了

（２）製法刷新

加工、めっきラインの
コスト競争力アップ

＜現状＞
・ＲＲ加工ライン立ち上げ、２号機への展開
・めっき新コンセプトラインの完成をはじめとする全面更新に着手

（３）生産能力増強

完成車メーカーの
海外現地調達対応

＜現状＞
・ＴＣＡ、ＰＴＮの工場拡張完了、ＴＣＡ加工設備の増強完了
・国内 細谷工場の再構築と大豊岐阜の設備増強による国内生産量の増

軸受未参入分野への展開

市場ニーズの先取りと拡販活動で、軸受№１をめざす

＜今後＞
・ＴＣＹ、ＰＴＮへのＲＲライン導入、ＴＣＡへの樹脂コーティング設備導入
・ＴＣＥ加工設備、ＷＢＭ素材能力増強による軸受生産能力の拡大を継続

＜今後＞
・ＲＲラインのインドネシア、中国への増設・海外展開
・樹脂コーティング軸受の１回塗り工法の全面展開
・グループ３社協業による実証ラインを用い、設備革新

＜今後＞
・新樹脂コーティング材料への切り換えによる競争力の向上
・アルミ系、銅系軸受材料革新による性能・価格競争力の向上
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ＲＢワッシャ

ＲＡエンジンベアリング
納入比率

（万個/月）

（年度）

（％）

【高級車】
高性能ガソリン
直６ ３０００ｃｃ

【エコカー】
ハイブリッド
直４ ２４００ｃｃ

樹脂コーティング軸受 納入個数

高出力
低燃費エンジン開発動向

【エコカー＋高級車】
ハイブリッド
直４ ２５００ｃｃ

【エコカー】
ハイブリッド
直４ １５００ｃｃ

【エコカー】
アイドリングストップ
直３ １０００ｃｃ

332

387

466

ＲＢワッシャ
ＲＡエンジンベアリング

【軽自動車】
アイドリングストップ
直３ ６６０ｃｃ

（％）

樹脂コーティング軸受
納入比率

樹脂コーティング軸受納入個数

（１）高機能軸受 ＝樹脂コーティング軸受＝
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増設計画

低価格車分野のシェアアップとコスト競争力向上

2012 2013 2014 2015 2016

国内

海外

１号ライン（細谷工場）

２号ライン（細谷工場）

３号ライン（インドネシア）
４号ライン（インドネシア）

（２）製法刷新 ＝①ＲＲ（良品廉価）ライン＝
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2012 2013 2014 2015 2016

新コンセプト（ＣＰ） １号ライン

サイズダウン（ＳＤ）２号ライン

（２）製法刷新 ＝②めっきライン＝

サイズダウン（ＳＤ） １号ライン

ＮＰ １号ライン（旧ライン更新）

ＮＰ ２号ライン（旧ライン更新）
ＮＰ ３号ライン（旧ライン更新）

ＣＰ

ＮＰ２

ＮＰ３

ＳＤ１

ＮＰ１

ＳＤ２

完成 予定

細谷工場めっき棟

ＮＰ １号ライン
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（３）生産能力増強

欧州

中国

東南アジア

北米日本

３,000万個/月（201２年度）

グローバル生産能力

■2015年度の生産能力
140万個/月⇒350万個/月体制

・新工法軸受
ＲＲライン導入予定

・新興国市場における
価格競争力の強化

北米（ＴＣＡ）

■2015年度の生産能力

300万個/月⇒450万個/月体制

・樹脂コーティング
ＲＡライン導入予定

・現地生産化による
北米顧客からの新規受注

東南アジア（ＰＴＮ）

・工場拡張（2013年9月）
・ＲＡｺｰﾃｨﾝｸﾞﾗｲﾝ導入(2015年予定)

・工場拡張（2013年3月）
・ＲＲライン導入(2015年予定)

⇒4,000万個/月（2015年度）
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システム製品を中心とした
非軸受事業の拡大

決算説明会
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非軸受事業の拡大＝売上高＝

・組付型の製品をシステム製品ととらえる
・低燃費化、排出ガス浄化などで、環境貢献をめざす
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511
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※設備・型・治具除く過去最高

384 376



低燃費化、排出ガス規制対応に貢献することで環境ブランドを確立
29

非軸受事業の拡大 ＝考え方＝

市場動向 考え方 取り組み状況と今後の方向性

低燃費化

の加速

海外現地

生産拡大

排出ガス

規制強化

（１）軸受から
潤滑システムへの
領域拡大

トライボロジーを基盤として
低燃費に直結する
潤滑システムの取り組み

＜現状＞
・「エンジン油量分配最適化計算システム」を完成
・動弁系周辺部品で製品化が進行

（２）低燃費化エンジンの
グローバル対応

環境対応製品の
新製品開発と
海外現地調達対応

＜現状＞
・バキュームポンプのシリーズ化完了、タイ現地生産準備中
・トヨタ自動車のＴＮＧＡ活動に参画「ＴＮＧＡ推進優秀賞」を受賞
・日本ガスケット抄造技術による樹脂ギヤの開発、新規受注

（３）排出ガス
浄化デバイス対応

強化される規制に
対応した新製品開発と
新規顧客への拡販

＜現状＞
・大型ＥＧＲの機能向上
・小型ディーゼルエンジン向けＥＧＲの開発完了

グループの製品開発力を最大化し、システム部品を軸受と対極化できる規模に拡大

＜今後＞
・2015年度目途で製品化
・その後、エンジン以外（トランスミッション、ターボチャージャ）の
ユニットへの適用拡大
・2016年度以降、サブシステム化を目指す

＜今後＞
・バキュームポンプの客先拡大に対応した生産能力増強
・ターボチャージャ用センターユニットのサブシステム化
・日ガス抄造技術適用部品の開発・拡大

＜今後＞
・「ＥＧＲ（排気ガス再循環）」に関連した製品群の開発



現在の製品群

潤滑システム

電子制御式
ピストンジェット
コントロールバルブ

電動オイルポンプ

油量絞り
カムシャワー

冷間停止
ピストンジェット

ターボ油量
制御バルブ

油量低減
摩擦低減

油量制御・油量低減

油量制御

冷間制御

ターボ潤滑油量制御
摩擦低減

軸受油量
制御バルブ

全軸受部の
油量最適化と
摩擦低減

（１）軸受から潤滑システムへの領域拡大
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（億円）

（年度）

7

(２)低燃費化エンジンのグローバル対応＝バキュームポンプ＝
シリーズ化

売上拡大
バキュームポンプの売上高

7776
2
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50

2007 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

Ａ Ｂ C D E F 拡販

10

28

エンジン機種

36

45

２０１４年２月 タイ新工場完成

・ＴＮＧＡに対応した新機種を量産開始予定（２０１７年）
・トヨタ自動車より「ＴＮＧＡ推進優秀賞」を受賞（２０１４年２月）

部品共通化

小 大

（2007） （2014） （2015）

（150cc） （180cc） （210ｃｃ)



2005 ～ 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

排気ガス

規制

大

小

商用車

乗用車

内定 拡販

(３)排出ガス浄化デバイス対応 ＝ＥＧＲバルブ＝

大型商用車から小型乗用車への領域拡大

32

新長期⇒ポスト新長期

US13

Euro5 Euro6 Euro7

国内

欧州

北米 US17

ガソリン過給＆ディーゼル
ＤＣブラシ付モータ駆動

ソレノイド駆動

0

2000

4000

2005 ～ 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

ガソリン小排気量

売
上
高

（
億
円
）

内定

拡販

2005 2010 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

実績

実績

ＤＣブラシレスモータ駆動

40

20

0
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ＶＩＳＩＯＮ２０２０

決算説明会



大豊グループの『VISION2020』



造機・造型
抄造

すべり軸受

Bearing innovation

Material  innovation

潤滑システム

システム製品

樹脂成形
薄肉精密鋳造

組付け

塑性加工
精密プレス

ゴムコーティング

圧接
金属接合
粉体成形
精密高速加工
樹脂コーティング

シーリング
製品

Advancement to

Lubrication systems

High performance 

Sealing components
Production Equipment

for manufacturing 

innovation 

Environmentally

-friendly  components

多様な製品群で地球環境とお客様に貢献する

潤滑制御

システム化

トライボロジー
流れ解析 軸受設計 CFD
EHL解析 材料設計 CASE



・システム製品の
グローバルな拡大

・すべり軸受世界ＮＯ.1

2015

2020

System
components

Sealing
components

Bearing
Japan USA Europe ASEAN China, Korea

Production
Equipment

Japan USA Europe ASEAN China, Korea

System
components

Sealing
components

Bearing

Production
Equipment

新製品をグローバルなお客様にお届けし、売上拡大を目指す



●●

●

●

●
●

●

●

●

シュー・斜板

・カーエアコン用軸受の
グローバル供給拠点へ

軸受材料

・すべり軸受の一貫生産
・軸受材料の供給拠点
【ｺｽﾄ競争力を磨く市場】

ブシュ

・すべり軸受/ガスケットの
米州市場の営業/供給拠点
・Big3への新領域製品の拡販

・欧州市場の営業/供給拠点
・製品設計機能の深化
【技術力を鍛錬する市場】

メタル

潤滑システム

・経営の司令塔、製品開発センター
・新製品立上げ、グローバル展開拠点
・国内市場の営業/供給拠点

ガスケット
バキュームポンプ

・すべり軸受/ガスケットの供給拠点
（東南/南アジアへ拡大）
・バキュームポンプのグローバル供給拠点へ

グローバルネットワークを強化し、製品をお客様へタイムリーにお届けする

※棒グラフは売上を示す



936

2020

1,100

2015

861

20132012 2014

980

軸受

非軸受

（単位：億円）

2011201020092007

818787
704

1,089

地球環境とお客様への貢献により「持続的な成長」を実現する

2008

902



VISION2020達成に向けた 「活動の３軸」

VISIONを実現する人財

○自らが能力を開発し未来をきりひらく

○グループ全ての人々が価値を共有する

○製造システムと工法の革新

○グローバル生産の拡大と相互補完

グローバル供給を支える
製造・生産技術

○お客様ニーズに適確に応える

○グループ価値を最大化する

○トライボロジーをコアとした技術の進化

○環境に貢献するシステム製品

○世界をリードする軸受

地球環境に貢献する
イノベーション
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ご清聴ありがとうございました

決算説明会

◆お問い合わせ先◆
大豊工業株式会社
総務部広報室

ＴＥＬ ０５６５-２８-２２２５（代表）


